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1．はじめに 
 
林愛作は帝国ホテルの初代日本人支配人であり、フランク・ロイド・ライトを日本へ招
聘した人物として知られる。大正 5（1916）年末、ライトは帝国ホテルの設計の契約の為に
来日し、日本において、帝国ホテル（1923）を始めとし、自由学園明日館（1922）、林愛作
邸（朋来居・現電通八星苑，1917）、山邑邸(現ヨドコウ迎賓館，1924)等、その後、さらな
る活躍へ繋がる幾つかの建築の設計を行った。中でも帝国ホテルは、ホテル建築史上で他
に類を見ない名作であるが、その建設のプロセスは、軟弱な地盤、予算超過、工期遅延等、
深刻な問題の連続で、ライトは帝国ホテルの経営陣から幾度となく変更の中止を迫られた。
そのたびに支配人でありホテル建設の責任者であった林愛作はライトを擁護し続け、困難
の末に帝国ホテルライト館は完成した。それは、帝国ホテルの経営者の一人であると同時
に支配人として理想のホテル運営をめざした林愛作の力なくしては実現しなかった。その
意味で、帝国ホテルライト館は、ライトの作品であると同時に、林愛作の作品であると言
ってもよいであろう。 
林愛作は明治 6（1873）年に群馬県に生まれ、若くして渡米、ニューヨークの古美術商・
山中商会の主任であったところをスカウトされ、36 歳の明治 42（1909）年に帰国、帝国ホ
テルの支配人として日本に着任した。数々の経営改革を成し遂げ、「帝国ホテルの林」、「林
の帝国ホテル」とまで言われた。しかし、林は帝国ホテル新館（通称ライト館）の竣工直前
に職を辞することになり、彼の実績もその後の足跡も驚くほど知られていない。 
帝国ホテルライト館を世に送り出した稀代の建築プロデューサーとも言える林愛作はど
のような人物だったのか。時代はどのようにして彼の活躍を可能にしたのか、という興味
が本稿の動機である。 
林愛作が残した文章の中に、住まいについて書かれた興味深い一文がある。大正 6（191
７）年橋口信助が会主を務める「住宅改良会」が発行する機関紙『住宅』に林が寄稿した
「茶人になれ」という文章である。「『茶人になれ』―これがすなわち自分の住宅改良に対
する根本的方策である。（中略）あまりに物質的要求にのみ拘泥し過ぎて、精神的要求を閑
却するといふ事は吾人の取らざるところである。精神的要求とは何か？すなわち主として
個人の趣味嗜好の問題である。（中略）住宅の改良の方針は物質的に便利経済なることも勿
論必要ではあるが、より以上に必要なことは、その家の生む雰囲気のすべてが主人の趣味
嗜好の表現であり、人格の表現であることである1）。」 
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このことから、林愛作自身が住まいに選んだ場所に彼の「人格の表現」やそれに根差し
た行動を裏付けるヒントを見出せないだろうか。 
また、林愛作が帝国ホテルで活躍した時代は、日本の開国から 40 年余りが経ち、西洋化
という意味での近代化を一気に推し進め、欧米列強への仲間入りを果たす為の土壌を整え
つつある時であった。国際政治において日本に影響を及ぼしたのは、英国の影響力の衰退
とともに頭角を現した米国の存在であった。 
本稿では、林愛作が日本で帝国ホテル支配人としてのキャリアをはじめた時期の愛作を
めぐる人々に着目し、彼の足跡との関係を考察する。少なくとも 17 年に渡るとされる米国
滞在に終止符を打ち、新しい人生を始めた林であれば、そこには帝国ホテル支配人として
の初心が示されることが期待されるからである。 
 
2．帝国ホテル支配人就任の頃 
 
2-1 時代背景―近代化と外交 
日本は嘉永 7（1854）年、米国の要求に応じた日米和親条約の締結とともに、欧米諸国を
見習って近代化の道を歩み始めた。日清戦争、日露戦争という二つの対外戦争に勝利し、
東アジアの大国へと成長した。明治 35（1902）年に日英同盟協約を締結し、明治 38（1905）
年の英国を皮切りとして、欧米列強は駐日公使館を大使館へ昇格させた。明治 44（1911）
年に日英・日米新通商航海条約が締結され、幕末以来の悲願であった不平等条約の改正が
実現したことは、日本の地位向上を如実に物語る出来事であった。日露戦争中、米国はロ
シアの満州占領という懸念材料を抱えた日本の立場に理解を示し、日本の勝利のためにあ
らゆる努力を惜しまなかった。米国は日露戦争を終結へと導いたポーツマス講和会議を斡
旋し、日露の勢力均衡に極東国際政治の安定を見出した。 
日本はできるだけ欧米列強から了解を取りつけながら、朝鮮半島から満州への進出を本
格的に開始した。米国とは、桂・タフト協定（1905）を締結し、太平洋・中国における現状
維持と米国のフィリピン支配を認める代わりに、日本の朝鮮支配に対する了解を取り付け
た。 
明治 40（1907）年にはロシアとの間に日露協定を、フランスとも日仏協商を締結してい
る。しかし、明治 44（1911）年に起こった辛亥革命前後から、日本と欧米との間にも軋轢
が目立つようになっていた。米国との間では特に日露戦争直後から日本人移民問題が大き
な外交問題として浮上した。明治 39（1906）年、サンフランシスコにおいて日本人学童公
立学校就学拒否問題を機に、日本人移民排斥への動きは加速する。米国では 30 万人の会員
を持つと称する排日協会を核として、排日団体を中心とする世論がそれを支持した。対応
策として明治 40 年（1907 年）から翌年にかけて、日本側が対米移民を自主的に制限すると
いう趣旨の日米紳士協定を締結した。 
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2-2 林愛作の帝国ホテル支配人就任の背景 
明治初年、日本では、外国人の訪問が増え宿泊施設が不足した。特に東京においては、一
国の首都にふさわしいホテルが存在せず、外国からの賓客の宿泊と接遇を主な目的とする
迎賓館としてのホテルの実現が、国家的な急務であった。明治 20（1887）年、外務大臣の
井上馨が提案し、渋沢栄一、大倉喜八郎、益田孝、村井吉兵衛らが賛同し、同年 8月「有限
会社帝国ホテル」を創設した。理事長に渋沢栄一、理事に大倉喜八郎、横山孫三郎。外賓の
滞在にふさわしい言わば国策ホテルとして、敷地は外務省などが有する土地が用意され、
ドイツに学んだ建築家渡辺譲（1853-1930）の設計による 3階建木造ルネサンス様式、客室
数 60 室の豪華な建物が建設された。これが初代帝国ホテル（1890）である。 
設立より 20 年後の明治 40（1907）年には、「株式会社帝国ホテル」と改称し、明治 42
（1909）年には大倉喜八郎が取締役会長となる。当時、帝国ホテルは業績不振で、開業以
来、外国人に頼ってきた支配人以下のすべての外国人を解雇し、新たな人事政策のもとに
経営立てなおしを図ろうとしていた。その改革の鍵を握る支配人は日本人とし、候補とし
て白羽の矢を立てたのが、当時ニューヨークの古美術商・山中商会の主任として活躍中の
林愛作であった。 
『帝国ホテル百年史』では、当時の林愛作スカウトの経緯を以下のように説明している。 
「林愛作は、明治６年（1873）群馬県に生まれ、明治 25 年米国に渡り、マウントハーモン
校を卒業、さらにウィスコンシン大学に学び、古美術商・山中商会に勤めて滞米経験は十
数年に及んでいた。彼は深い教養と才気の持ち主で、ニューヨークの社交界に受け入れら
れたほとんど唯一の日本人であったばかりでなく、美術品の収集、取引などで米国各地は
もちろんロンドンはじめヨーロッパ、あるいは日本、中国をしばしば往復した。顧客の多
くは富豪であり、したがって欧米の一流ホテルについても、上流階級の習慣、考え方、嗜好
等についても、知り尽くしていた。林愛作は、たとえば、アーネスト・フランシスコ・フェ
ノロサ（1853-1908）とも深い付き合いがあった2）。」 
ここで疑問に思うのは、なぜ国策ホテルとも言える帝国ホテルの支配人に古美術商の林
愛作が抜擢されたのか、ということである。いかに在米経験が長く教養があり上流階級に
通じていたとはいえ、ホテル事業に経験がなく、経営者としても実績のない人物を帝国ホ
テルの支配人として抜擢するのは、かなりの冒険だったのではないだろうか。 
そこで、林愛作のスカウトに直接関わった人物を見てみよう。 
林愛作の起用については、帝国ホテルの創立発起人で初代理事長であった渋沢栄一が大き
く鍵を握っている。渋沢栄一は、幕末にパリ万国博覧会使節団の一員としてヨーロッパで
近代国家を視察し、明治新政府に請われて民部省、大蔵省で活躍した。その後、実業界に転
身し、実業、教育、福祉、民間交流等、幅広い分野において貢献した実業人である。渋沢が
日本の在るべき姿のモデルとしたのは海洋国家イギリスであったが、日本にとって通商上、
安全保障の観点からその関係性を最重要視したのは、ロシアやヨーロッパではなく、米国、
中国、韓国であった。特に、米国との関係を重んじていた。注目されるのが、米国との間の
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移民問題への積極的な取り組みである。日露戦争後の日米関係の悪化の象徴的な表れであ
る米国西海岸における組織的な排日活動に対し、明治 40（1907）年に日米紳士協約が締結
され、日本側の世論は大きく反発していた。ポーツマス講和会議日本側全権大使を務めた
当時の外務大臣の小村寿太郎は、その経験から内外の世論への対応手段として米国との民
間交流の重要性を痛感していた。その民間交流の担い手として、渋沢栄一をおいてほかに
重責を担える人物はいなかった。渋沢は米国に対しては、儒教に重なる価値観を内在する
ピューリタリズムの国として、また、不平等条約改正の際に好意的態度を示した国として
親近感を抱き、通商や貿易といった経済交流の観点からも重視していた。そのために米国
西海岸の商業会議所代表団に着眼し、その訪日と日本の実業団の訪米実現に努力した。明治 42
（1909）年、渋沢栄一が団長となり、東京・大阪など 6 大都市の商業会議所を中心とした
民間人 50 名を率いて、3ヶ月間にわたり米国の主要都市を訪問した。それによって、日米
双方の実業人の間に人的ネットワークを構築することで相互理解を深め、貿易や日米合同
事業の展開、合同資本による中国進出等、相互繁栄関係の創出を通じて、移民問題の解決
を目指した。また、東京都北区飛鳥山にあった自宅に海外から来日する一流の政財界人、
学者、文化人等の家族を招いて友好親善に尽くした。これらを通じ、実業を通して世界平
和に貢献するという日本の意思をアピールした3）。 
その渋沢栄一にとって、民間外交の拠点であり、顔となる帝国ホテルの日本人支配人に
は、何より、米国上流社会とのネットワークを持つ人物が不可欠であったと考えられる。
当時、数多くの日本人が海を渡り、経済や学問、芸術などの分野で目覚ましい活躍する人
物も存在した。また、欧米の名立たるホテルでホテルマンとして実績を持つ者もいた。彼
らはホテル運営の実務は可能であっただろう。しかし、それだけではなく海外からの賓客
に日本文化をアピールできる見識を持ち、新ホテル建設の重責を担える人物が必要であっ
たと考えられる。それには、10 代で米国に渡り、名門マウントハーモン校を出て、ニュー
ヨークの古美術商・山中商会の主任として米国の富裕層に受け入れられた実績を持つ林愛
作がこの上なく適任であったのではないか。 
また、当時の経済界で活躍する人々を紹介した桑原常之助著『財界の実力』（1911）によ
ると、益田孝もまず、林愛作に注目し、新しい支配人として大倉喜八郎に推薦した4）。渋沢
栄一、益田孝、藤田伝三郎、松本重太郎ら、林の説得に動いた人物は、それぞれが当時の日
本の財界の重鎮であるとともに、近代日本を代表する数寄者たちであった。その数寄者だ
からこそ見えていたものもあるのではないか。芸術、そして美術骨とう品が、国境を越え
どれだけ人の心をとらえるかということである。明治 40 年代、「世界の山中」は世界の名
だたる美術館やヨーロッパの王室を相手に、スケールの大きなビジネスを展開していた。
そのニューヨーク支店の主任として林は、「日本美術を海外に紹介するのを自分の使命と心
得ていた5）」、という。日本美術の力を熟知していた数寄者でもあった経営陣は、林愛作に、
日露戦争に勝利し世界における日本のさらなる国威高揚を体現すると同時に日米親善の拠
点ともなるべき帝国ホテルが、何より必要としていた日本人支配人像を重ね合わせたので
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築を林が実行すること」と、「支配人になった以上、『林愛作の帝国ホテル』としてすべてを
一任してもらいたい」という条件を出し、明治 42（1909）年 8月にアメリカより帰国し、
帝国ホテル支配人として着任した。同年 10 月に林は常務取締役となる2）。 
 
2-3 林愛作の義父および仲人 
長らくのニューヨーク生活から一転、日本で帝国ホテル支配人として活動を始めた林愛
作は、明治 43（1910）年に長濱タカと結婚し、五男三女をもうけた。 
長濱家は、代々、肥後熊本藩主に仕えた士族で、愛作の義父の長濱佐一郎は、明治維新
後、横須賀鎮守府で書記官として勤務した後、事業家の道を進んだ。明治 28（1895）年、
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葺総２階建、総延坪数約 130 坪、室数 20 室、畳数 124 枚敷と大きく、「白浜御殿」と称さ
れた。事業家以外の顔としては、横須賀市から明治 40（1907）年に名誉職参事会員に任命
され、晩年には関東大震災により大きな災害を被った横須賀市の再建に尽力した。また、
佐一郎は、大倉組（現大成建設）とも親しく、ライトの設計による帝国ホテルライト館の建
設にも参加している6）。 
 林愛作と長濱タカとの結婚には、帝国ホテルの経営陣の一人であった村井吉兵衛が仲人
として媒酌の労をとった。村井吉兵衛は、文久 4（1864）年、京都の煙草商の次男として誕
生し、行商から身を立て、デザイン性に優れたパッケージと戦略で「煙草王」と呼ばれるほ
どの成功を収め、事業を多角化し村井財閥を形成した。当時の大実業家の多くが競って壮
麗な大豪邸を建設したが、村井吉兵衛が建てた二棟の住宅は、100 年以上の時を経た現在、
関西の地で見ることができる。一棟は、明治 42（1909）年に村井家の京都別邸としてアメ
リカ人技師 J.M.ガーディナーの設計により竣工した長楽館、もう一棟が大正 8（1919）年、
東京赤坂山王台に武田五一の設計により竣工した村井家本邸・山王荘である。山王荘は昭
和 3（1928）年に比叡山延暦寺大書院として東京から移築された。村井吉兵衛が長楽館建設
の際に常滑で製造した黄色の化粧煉瓦を使用した縁から、林愛作は帝国ホテルライト館に
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おいて、難航を極めた末に「スダレ煉瓦」の製法に辿りついた7）。また、林愛作が新ホテルの
為に渡米する際には、村井銀行の建築部長であった建築家の吉武長一を帯同させた 8）。 
帝国ホテル支配人に着任し、新ホテル建設の責務を控えた林愛作にとっては、米国で扱
ってきた美術品のスケールを超えた建築に精通する知識と経営のセンスが必要であったと
考えられる。土木建築業で成功した義父は言うまでもなく建築施工技術に長じ、大実業家
の仲人は普請道楽で建築意匠への富豪ならではの確かな審美眼と独自のネットワークを持
っていた。林愛作は日本でのキャリアのスタート時点で、人生をともにする家族と同時に、
建築にも経営にも卓越した力を持つ義父や仲人という身近な存在を得たと考えられる。 
 
3．新帝国ホテルの設計者選定 
 
林愛作は、帝国ホテルの支配人を引き受ける条件として、「懸案となっている帝国ホテル
の改築を林が実行すること2）」を出し、支配人着任後、早々に設計者選定に着手した 9）。フ
ランク・ロイド・ライトへの設計発注を決定した後は、設計、建設を行うために諸々の体制
を整えていく。帝国ホテルは、ライト館建設に際して、工事を建設会社に一括で請け負わ
すのではなく、自ら各施工業者に工事を発注しマネジメントする直営方式を選んだ。その
時の思いを林愛作は、後にこのように語っている。 
「…それに次いで直ぐ当面した問題は、ライトの複雑な芸術的設計に、誰が責任をもつて
建築にあたりうるかと云ふ事でした。日本にも大倉組・清水組等ありますが、こう云ふ日
本の請負業者はどうしても信頼することが出来ません。それで私は自ら直営の建築を決意
し、その建築の技術的責任者としては、当時シカゴにおりましたアメリカ一流のコンスト
ラクション・エンヂニアであるミユラーに依頼することにしました。私はアメリカ時代よ
りミユラーにも知己を得てゐましたが、人格識見、技術とも優れた建築家です。早速私は
このミユラーに、丁重に、来朝とホテル建築を乞ふてやりましたところ、容易に承諾しま
せん。それで最後には、どうか日本の文化のためにと懇望して、遂に承諾を得て、愈々来朝
し、建築にとりかゝることにしました 10）。」 
この直営工事が、後に工事費が膨張した最大の原因であったともされるリスクの高い工
事発注方式である。林愛作は、自らがリスクを顧みずすべての責任を負う形で直営方式で
造ることを選んだ。着工後は、ライトの完璧主義による度重なる設計変更のための予算超
過、工期遅延のたびに、ライトは批判を浴び、林愛作はひとりライトを擁護し続けた。後
に、弟子であるアントニン･レーモンドは、帝国ホテルライト館のことを「商業主義に犯さ
れずに建てられた世界で唯一のホテル」と評価している。経営者側でありながら、商業主
義と芸術性の間で林がとり続けた姿勢は、比類のない困難を伴っていたことを表している。
なぜ、林愛作はライトをそこまで信頼し、護り続けたのだろうか。 
林愛作がニューヨークの山中商会に在籍した時に、ライトは浮世絵コレクターとしてた
びたび山中商会を訪れ、愛作とライトとは繋がりがあったとされる。しかし『帝国ホテル
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過、工期遅延のたびに、ライトは批判を浴び、林愛作はひとりライトを擁護し続けた。後
に、弟子であるアントニン･レーモンドは、帝国ホテルライト館のことを「商業主義に犯さ
れずに建てられた世界で唯一のホテル」と評価している。経営者側でありながら、商業主
義と芸術性の間で林がとり続けた姿勢は、比類のない困難を伴っていたことを表している。
なぜ、林愛作はライトをそこまで信頼し、護り続けたのだろうか。 
林愛作がニューヨークの山中商会に在籍した時に、ライトは浮世絵コレクターとしてた
びたび山中商会を訪れ、愛作とライトとは繋がりがあったとされる。しかし『帝国ホテル
百年史』の「設計発注の経緯」によると、帝国ホテル側、つまり林愛作は、明治 44（1911）
年に米国帰りの建築家下田菊太郎にも設計依頼を行っていた。また、ほぼ同時期にシカゴ
の銀行家フレデリック.W.グーキンからライトを推薦する手紙を受け取っている。少なくと
も、設計者選定を始めた明治の末の時点では、林愛作にとってライトは設計者の候補の一
人であったにすぎないのではないだろうか。その後の経緯は、『帝国ホテル百年史』による
と、「明治天皇の崩御と大博覧会の取り止めで一時中断状態となった新ホテル建設計画」と
ある通り、設計者の決定には 4年の歳月を待つ。大正 4（1915）年 10 月と 11 月に行われた
重役会議にて、ホテル建設に伴う増資と、設計のために林愛作が建築家・吉武長一ととも
に渡米すること、渡米には林愛作の夫人の同伴も承認することが決定されたと記録されて
いる。この段階で、林愛作が渡米しシカゴにライトを訪ねることは予定されており、ライ
トへ設計を発注することは、帝国ホテル側の意思としてほぼ絞られていたと言える。林愛
作の任務はその決定の為の最終確認と契約に向けた交渉であった 11）。 
この 4年の間に日本では明治から大正へ改元、大正 3（1914）年には第 1次世界大戦が勃
発し、同年 8 月日本はドイツに宣戦布告し参戦する。米国カリフォルニア州における排日
の動きは加速し、日本人移民の土地所有禁止を意図する排日土地法案が提出された。国内
ではますます反米世論が高まり、渋沢栄一は日米関係の改善と同法案の阻止を目的として、
大正 2（1913）年に実業人 100 人による日米同志会を創立し、翌年、帝国ホテルにおいて米
国のメディア関係者を招き意見交換会を開催した。大正 4（1915）年には、大隈首相から要
請を受けて日米親善のためにパナマ太平洋万博へ出席し、ルーズベルト前大統領やウィル
ソン大統領と会談を行っている 12）。世界大戦の勃発とともに悪化の一途を辿る日米関係の
改善に奔走する渋沢栄一を始めとする実業界の親米派の意向が、この 4 年間の間に帝国ホ
テルの設計者選定に大きく影響したと考えてよいであろう。建築家としての手腕はもちろ
んのこと、日米関係の改善の手立ての一つとして、米国社交界とのパイプを持つ建築家フ
ランク・ロイド・ライトを帝国ホテルの設計者として必要としたのではないだろうか。 
帝国ホテルの設計に関して、ライトとの間で契約に関する書面が交わされたのは、大正
4（1915）年 12 月に林愛作がタカ夫人を伴い日本を出発し、翌大正 5（1916）年にシカゴの
ライトのアトリエであるタリアセンを夫婦で訪ねた時である。林愛作はタリアセンにとど
まり、ライトとともに帝国ホテルの設計案を詰め、3月 17 日に設計の契約に関する覚え書
きを交わし帰国する。12 月にライトが来日し、正式に帝国ホテルと新ホテル設計の契約を
交わした 11）。その後、建設に際しては、想像を絶する困難に立ち向かうことになるが、林
は一貫してライトを信じ、擁護し続ける。ある意味、林のそれまでのキャリアや将来のす
べてを懸けたと言っても過言ではない。林愛作はタカ夫人と共に訪れたタリアセンで、何
を見て何を感じ確信したのだろうか。ライトがホテルの設計者としてふさわしいかどうか
を判断するには、竣工間もないミッドウェイ・ガーデン（1914）を視察すればその目的は達
しえたはずであるが、それは吉武長一に任せたとされる 13）。なぜ、建築家の自宅兼アトリ
エであるタリアセンへの訪問を最優先させたのだろうか。さらに、アメリカへの視察旅行
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 にタカ夫人を伴う必要があったのか。もちろん、アメリカの社交界に親しんだ林が欧米で
の正式な社交の場に夫人を同伴することは自然なことと考えられもするが、本稿では当時
の林愛作自身の住まいへの視点から考えてみたい。 
 
4．赤坂新坂町について  
 
林愛作の住所は、交詢社発行の日本紳士録第 14 版（1910）～第 23 版（1921）で確認す
ることができる。帝国ホテル支配人として着任した 1年後の明治 43（1910）年 12 月発行の
刊から林愛作の名前は確認できる。この時点の住所は麹町。麹町はまさに帝国ホテルの所
在地として注目される。同書によると、翌明治 44（1911）年 12 月から大正 7(1918)年まで、
東京市赤坂区新坂町六十七に居住したことが確認される。また、大正 7（1918）年には、林
愛作は帝国ホテル常務取締役兼支配人と新坂町郵便局長を兼務していたことがわかり、興
味深い。その後、大正 8（1919）年には麹町へ再び移り、大正 10（1921）年での住所は荏原
駒澤上馬引澤である 14）。これが、ライトの設計による新居・朋来居であると考えられる。
本稿では、林愛作が住所をおいた赤坂新坂町での 8年間（1911～1918）を中心に考察する。 
 
4-1 赤坂新坂町の成り立ち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 文久 2（1862）年の赤坂 3丁目～8丁目
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 にタカ夫人を伴う必要があったのか。もちろん、アメリカの社交界に親しんだ林が欧米で
の正式な社交の場に夫人を同伴することは自然なことと考えられもするが、本稿では当時
の林愛作自身の住まいへの視点から考えてみたい。 
 
4．赤坂新坂町について  
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ることができる。帝国ホテル支配人として着任した 1年後の明治 43（1910）年 12 月発行の
刊から林愛作の名前は確認できる。この時点の住所は麹町。麹町はまさに帝国ホテルの所
在地として注目される。同書によると、翌明治 44（1911）年 12 月から大正 7(1918)年まで、
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愛作は帝国ホテル常務取締役兼支配人と新坂町郵便局長を兼務していたことがわかり、興
味深い。その後、大正 8（1919）年には麹町へ再び移り、大正 10（1921）年での住所は荏原
駒澤上馬引澤である 14）。これが、ライトの設計による新居・朋来居であると考えられる。
本稿では、林愛作が住所をおいた赤坂新坂町での 8年間（1911～1918）を中心に考察する。 
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図 1 文久 2（1862）年の赤坂 3丁目～8丁目
 慶応 4（1868）年 7月 13 日に｢江戸ヲ称シテ東京トセン｣と詔書が発せられ、翌年の 1869
年に「慶応」から「明治」へと改元された。明治政府は東京の首都としての役割や重要性が
増大したため、徳川幕府から拝領していた諸大名や旗本の武家屋敷などを接収した。しか
し、各藩の大名や武士らは故郷へ帰ってしまったため、武家屋敷は敷地の手入れも十分に
されず荒れ放題となった。そこで、武家屋敷地の活用に踏み切り、広い敷地面積を有する
武家屋敷を優先的に軍事施設とし、そのほかは民間への払い下げを進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 明治 29（1896）年の赤坂 3丁目～8 丁目 
 
 
 現在の港区赤坂は、江戸時代は武家屋敷・寺社地と町人地が混在した地域として栄えた
が、明治に入り、皇室の離宮、兵営、練兵場（現・明治神宮外苑）、外国官衛、邸宅地、共
同墓地などが造られた。その中でも、かつて多くの大名屋敷や旗本屋敷が存在した高台の
地域は、華族や軍人、官吏、実業家に払い下げられ、都心部有数の邸宅街へと発展した。そ
の他の地域は庶民の住宅街、個人商店、高級料亭、旅館などが密集する地域となった。 
明治初年に誕生した赤坂区新坂町は、現在の港区青山 8 丁目あたり。毛利淡路守、朽木
近江守、吉川監物の武家屋敷と青山組屋敷その他の土地が併合され、町内に新坂があるこ
とにちなんで新坂町と名づけられた。町内は東南の一部を除いては、概ね高台に位置し、
閑静な住宅街を形成している。明治 36（1903）年発行の『新撰東京名所図会』には「当町
には商家なし。名士の居住する者、甚だ多し。青山御所に接近し。且つ火災の憂いなき地位
に因るか15）。」とある。赤坂区史によると、明治 8（1875）年の新坂町の戸籍人口比は、戸
数・人数とも、士族が平民の倍の数を占め、庶民には縁遠い邸宅街であった 16）。 
赤枠内：新坂町 
青斜線内：林愛作住所地 
（1911-1918） 
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4-2 赤坂新坂町の家 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
林愛作が赤坂新坂町に建てた家は現存しない。住所の東京市赤坂新坂町六十七は、明治
40（1907）年の東京市赤坂区画全図 17）によると、新坂町の中でももっとも広い区画の一つ
である。敷地には 10ｍ以上の高低差があり、南と東に大きく眺望が開いている。低いエリ
アが乃木坂に南面し、高いエリアは、現在でも街の喧騒からは切り取られたような静けさ
が漂い邸宅街の中でも一等地と言える。西には木戸孝正、陸軍大将・乃木希典の屋敷が続
いていた。明治 45（1912）年の地籍台帳の新坂町の部に林愛作の名前はなく、林愛作の住
所地の土地の所有者は藤倉五一という人物である 18）。当時の高額納税者に名を連ね、赤坂
新坂町に広大な土地を所有する資産家であった。登記簿によると、藤倉五一は明治 39（1906）
年に遺産相続によって藤倉五郎兵衛より赤坂新坂町の土地を相続した。藤倉五郎兵衛（登
記簿では吾兵衛）は横須賀で汽船事業主として活躍した人物で、明治天皇が横須賀に立ち
寄る際に宿泊するほどの広大な邸宅を所有していたが、明治 23（1890）年に軍用地として
買い上げられた 19）。その後、藤倉五郎兵衛は赤坂新坂町に広大な土地を手に入る。林愛作
の義父の長濱佐一郎は藤倉五郎兵衛と同時期に横須賀にて港湾事業に携わっていたことか
ら、林愛作は義父の縁で赤坂新坂町の藤倉氏所有の土地に家を建てたとも考えられる。一
方、ライトの愛弟子で林愛作とともに後に甲子園ホテルの設計も行った建築家・遠藤新と
藤倉五一がウィスコンシン州
スプリング・グリーンのタリア
センにて親しげに肩を組む写
真（図 5）が存在している。こ
の写真は遠藤が帝国ホテルの
基本設計に取り組むライトを
支える為に渡米していた頃
（1918 年前後か）のものであ
る。従って、ライトをめぐって
図 3 林愛作の邸宅が存在したと考えられ
る場所 
図 4 乃木坂から林愛作の邸宅が存在した
と考えられる場所を見る 
図 5 藤倉五一（写
真左）と遠藤新 
図 6 藤倉五一所有の外国人向け賃貸 
住宅 
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考えても、林と藤倉家は単に地主と借地人というだけの関係ではなかった可能性が高い。
米国帰りの藤倉五一は外国人の友人達がホテル住まいを強いられていたことに目をつけ、
明治43（1913）年11月、新坂町に外人専用の貸家を建設する（図6）。日本のツーバイフォー
住宅の先駆けとなる組立住宅である 20）。おそらく、藤倉が所有する土地の中で林愛作が住
んだ広い区画と道を挟んだ向かいの西側のエリアに建てられたのではないかと考えられる。
その建築は、明治 42（1912）年にシアトルから帰国したばかりの橋口信助が設立した我が
国初の住宅専門会社・あめりか屋による初の輸入組立住宅で、外国人専用賃貸住宅であっ
た。輸入した６軒のうちの５軒がここ新坂町の林愛作の家の前に建っていたと思われる。
建坪 25 坪の 2階建で、共有部分と個室が明確に分離され、靴脱ぎがないまさに純米国式の
住宅であった。 
橋口信助は、林愛作が帰国した同じ年、明治 42（1909）年にシアトルから帰国している。
シアトルで立ち上げた事業が日米紳士協約（1907-1908）により大打撃を受けたため、日本
に帰国して住宅事業を興すことを考え、商品として組立住宅 6 棟と洋館用の部材などを持
ち帰り、帰国した年の 11 月に東京都芝区琴平町 1番地にあめりか屋を開設した。以降、橋
口のあめりか屋は、第 2 次世界大戦で店が閉鎖されるまで、米国式住宅設計と西洋家具製
作販売を手掛け、欧米流の住宅様式の導入をはかるとともに、『婦人之友』や自ら発行する
雑誌『住宅』において、非合理的なそれまでの日本の住まいを改善し、家族本位、家事重視
の住まいを啓蒙する活動を行った。『住宅』には、林愛作も数点の原稿を寄稿している。 
赤坂新坂町の自宅周辺は、旧来の邸宅街であると共に、新しい「住まい」や「暮らし方」
への進歩的な志向や情報に触れられる環境であったと思われる。 
 
4-3 『東京名所図会』に見る赤坂のまち 
『風俗画報』は明治 22（1889）年に創刊され、絵と文によって急速な近代化の中で激変
する東京の姿を克明に記録し、忘れられつつある江戸時代以来の東京と全国各地の風俗の
魅力を紹介する目的で大正 5（1910）年まで発行された。絵は土佐出身の画家・山本松谷。 
その中で赤坂の街を描いた絵 21）を見てみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 「山王台より赤坂市街を望むの図」 
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画家は、江戸城の鎮守であった山王日枝神社に立ち、赤坂市街を見渡している。左右に
横たわる川沿いの道（外堀通り）によって、画家の立つ神域と目の前に広がる街と明確に
分断し、街への視点を客観的なものにしている。画面右手の高台にそびえ建つ赤レンガ造
の建物は、明治 25（1892）年に完成した近衛歩兵第 3連隊兵営であろう。江戸時代には浅
野（松平）安芸守の広大な屋敷があった場所である。実際の 3 階建の建築としては少々ス
ケールアウトしているように見えるが、そのことが軍事施設の街における存在感を強烈に
感じさせる。画面左手前の鬱蒼とした木々に囲まれた一角は、かつて松平美濃守の所有地
で、明治時代に徳川家達、黒田長溥などの華族の邸宅用地となり、大正時代には、一條公
爵、九条公爵の住居であった。そして、遠くに見える正面高台の邸宅街は、林愛作が住んだ
新坂町とそこから続く檜町あたりかと思われる。林愛作の家が存在したと考えられる場所
の標高は約 30ｍで山王神社とほぼ同じ高さである。対して、画面手前はかつて溜池が埋め
立てられた低地で小さな家屋が密集し、そこから家並みは延々と広がっている。通りには
人が行き交い、無数の人々の生活が感じられる。 
緑に縁取られた高燥の邸宅地に存在するのは神社と特権階級の屋敷であった。一方、林
愛作はこの邸宅地に住むこれらの人々のどのカテゴリーにも当てはまらなかった。高名な
軍人でも華族でもない。明治になって登場した新しいタイプの資産家、たたき上げの新興
ブルジョアでもない。東京の名所、赤坂の高台に住む林愛作は、当時の一般の人々にとっ
ては、まったく彗星のごとく丘の上に現れた異色の人物であったに違いない。 
 当時の林愛作の人物評を、先に紹介した桑村常之介著『財界の実力』（1911）年に見るこ
とができる。その生い立ちや少年時代の非凡さ、苦学の経験、山中商会から帝国ホテルへ
の華麗な転身の経緯、帝国ホテルで改革の成功を紹介し、最後に、「・・・ハイカラを憎む
こと蛇蝎の如し、萬事日本流をもって押し通さんとし、早晩内務省の官舎の跡に日本風の
大ホテルを建設せんと力味返へれり、和魂洋才とでも云ふべきか」と結んでいる 4）。アメリ
カ帰りの林愛作が帝国ホテルの先頭でその手腕を発揮すると同時に、日本文化の伝統を第
一として振る舞っている事実を世間が固唾を飲んで見守っている様子が感じられる。 
 
4-4 浮世絵に描かれたまちに住む 
赤坂の地名の由来には、茜山（紀伊徳川邸の土地、かつて茜を産出したという）への坂
（紀伊国坂）、赤土の坂のある所などの諸説がある。江戸時代初期から大名屋敷や幕臣の宅
地などが混在し、これら武家地に挟まれる状態で町屋や寺町が形成された。欧米のジャポ
ニズムブームに乗り山中商会が世界に輸出した美術品は、これらの大名家から放出された
ものも多い。武士の魂の象徴とも言える刀剣類は美術品として非常に人気があり高値で取
引された。また、赤坂の地は浮世絵にたびたび描かれている。『江戸名所百景』は浮世絵師
歌川広重によって安政 3（1856）年 2 月から同 5（1858）年 10 月にかけて制作された連作
浮世絵名所図会で、江戸の人々を魅了し当時のベストセラーとなった。ジャポニズムの象
徴として、西洋の画家にも多大な影響を与えた。その中で、赤坂が描かれたものは、「赤坂
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てその気概を激賞した、というものである 4）。当時の林が誇りとするところを表わしてい
るようで興味深い。 
その後、林は海を渡り、人種差別が根強いアメリカの地で、日本美術を商い続けた。特に
晩年のアーネスト・フェノロサと交流し、帰国してからは、外国要人を接遇する帝国ホテ
ルの支配人となった。フェノロサがロンドンで客死した後、その遺言に従い遺骨を三井寺
へ埋葬することに尽力した。一方で、林愛作はクリスチャンであったという。常に、ビジネ
スの場でも精神世界においても日本と欧米との境界線上で走り続けてきた林愛作の、その
活動の軸のひとつにあったのは、渡米前より抱き続けた天皇への敬愛の念であったろう。
その明治天皇の崩御、そして、隣人でもある乃木希典の殉死によって受けた衝撃の大きさ
は、想像するに余りある。生き続ける者として、さらに日本のために力を尽くすことを誓
ったであろうか。それとともに、彼の目の前に迫った新帝国ホテルの建設を成功させると
いう使命感をさらに強くもつことになったのではないだろうか。 
 
5．林愛作の住まいへの眼 
 
5-1 住まいの写真から 
 手入れの行き届いた邸宅の玄関の写真
（図10）がある。これは、『建築写真類聚23）』
（1924）に掲載された林愛作邸の玄関であ
る。屋根は大きなそりもむくりのない入母
屋。同本のなかには、当時の名士の邸宅の
玄関が数多く紹介されており、この林邸の
玄関は際立って簡素なつくりである。ただ
1 点、玄関戸の腰にあしらわれた格狭間の
意匠が華やかと格式を添え、この家の主人
である林愛作の好みを感じさせるたたず
まいとなっている。若くして渡米した林愛
作が帰国して 2年後、明治 44（1911）年か
ら大正 7（1918）年まで住所を置いた家である。日本での人生の再出発点として、彼は赤坂
の地に伝統的な日本の家屋を建て、日本の暮らしを実践することから始めたのであろう。
資産家の娘で上流階級の暮らしを知る妻タカの果たした役割も大きかったのではないだろ
うか。 
 
5-2 タリアセン訪問 
 既に触れたが、大正 4（1915）年 12 月に林愛作はタカ夫人を伴って日本を発ち、翌大正
5（1916）年にシカゴにあるライトの自宅兼アトリエ、タリアセンを訪問した。その時の様
図 10 林愛作邸玄関（赤坂新坂町） 
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子は、ライト自身による『自伝―ある芸術の形成』によると以下のように記録されている。
「タリアセンは彼らに感銘を与えた。林さんは言った『神武天皇の時代に連れ戻されまし
た』。彼はこの場所が好きになったが、優しい妻の貴子さんもそうであった24）。」 
 
 神武天皇は日本の初代天皇で即位年は紀元前
660 年とされ、その即位年を皇紀元年（神武天皇
即位紀元の元年）として明治期に制定されてい
る。ライトの記述が事実だとすれば、林愛作が前
述のように深く天皇を敬愛した人物であったこ
とを考えると、この言葉は「天皇を頂点として成
立した日本という国の原点の時代を想起した」
ということだろうか。だとすれば、タリアセンで、
日本建築の初源とも言えるものを感じたのでは
ないかと思う。本稿のはじめに紹介した通り、林
愛作は家について「その家の生む雰囲気のすべ
てが主人の趣味嗜好の表現であり、人格の表現
である」と述べている１）。新帝国ホテル建設の建
築家としてライトを起用する最終確認のための
視察で、彼はシカゴのミッドウェーガーデンで
はなくスプリング・グリーンのタリアセンを訪れたのは、建築家の自邸を見ることで、最
終確認による決定を下そうとしたからではないか。フランク・ロイド・ライトはタリアセ
ンにおいて、家族、弟子と生活を共にしながら、建築は自然とともにあり、人間の生活を反
映したものであることを実践しようとしていた。その建築の在り方に林愛作は、「神武天皇
の時代に連れ戻されました」と言うほどの感銘を受けた。それ程、ライトの人格の表現で
あるタリアセンに魅了され、ライトを、日本文化を象徴するホテル建築の実現のためのパ
ートナーとして認め、建築家であり芸術家であるライトを守り抜くことが、日本における
自分の使命であるという確信を得たのではないだろうか。 
また、この米国への視察旅行に林愛作はタカ夫人を伴った。『自伝―ある芸術の形成』に
は、晩さん会でのタカ夫人のエピソードが細かく描写されている 24）。そこからは、タカ夫
人の美しい姿と振る舞い、そしてその聡明さがライトやその場にいた人々に鮮やかな印象
を与えたことが伺われる。林愛作が数カ月にも及ぶ視察旅行にタカ夫人を伴ったのは、ラ
イトが造り出す建築が帝国ホテルに相応しいものかタカ夫人の意見を聞きたかったからで
はないだろうか。林愛作自身は欧米人の価値観には通じていたはずであるが、日本の上流
階級についてはタカ夫人の感覚と判断を重視していたのではないだろうか。 
そして、林夫妻も自邸の設計をライトに依頼することになる。『日本紳士録』によれば、
林愛作の住所は大正 10（1920）年に駒澤村に移動している。タリアセンのライトにならい
 
図 11 タリアセンでの林愛作と妻タカ 
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郊外で自ら自然に親しむという新しい生活を実践しようとしたのではないだろうか。 
 
6．おわりに 
 
本稿では、林愛作が残した「茶人になれ」という文章の中にある「家は人格の表現」とい
う言葉を根本に、林が赤坂に住所をおいた時期の彼を巡る人々や出来事に注目した。その
結果、以下の事が考察される。 
帝国ホテルの初代日本人支配人として、ニューヨークの古美術商であった林愛作が抜擢
された背景には、当時の政財界に日露戦争直後より悪化した日米関係を改善しようと奔走
する動きがあった。この為、国策ホテルである帝国ホテルの支配人には、米国の名門マウ
ントハーモン校を卒業し、米国社交界と強い繋がりを持っていた林愛作が必要とされたの
ではないだろうか。特に、林の獲得に動いた帝国ホテルの経営陣は、実業家であると同時
に高名な数寄者達でもあった。彼等は欧米における日本美術の力を実感しており、世界を
舞台にビジネスを展開していた美術商・山中商会で活躍していた林愛作は、帝国ホテルの
顔として適任であると考えられたのではないだろうか。 
林愛作は、帝国ホテルの支配人として就任した当初、ホテルの経営立て直しと新ホテル
建設という大きなミッションを背負っていた。彼は美術商として欧米の社交界に通じてき
たが、日本のホテル建築に関する手腕は未知数であったと思える。しかし、彼の身辺には、
建設業を営む義父や、普請道楽で名高い仲人、日本の上流階級の暮らしを知る妻タカなど
が存在した。林はこれらの身近な人物からホテル建築に関してサポートを得られる環境に
あったと言える。 
長期の滞米生活から帰国した林は、約 8 年間東京の赤坂新坂町に住所を置き、帝国ホテ
ル支配人の傍ら、新坂町の郵便局長も務めた。そこには、自身の生活体験を通して日本の
文化と暮らしを知ろうとする林の積極的な姿勢が見られるのではないか。 
林が赤坂新坂町に住所を置いていた期間に、明治天皇が崩御し、年号が明治から大正へ
と変わり、隣人である乃木希典の自刃という衝撃的な出来事が起こった。これらのことは、
渡米以前より深く天皇を敬愛したと言われる林の使命感をより強くする契機となり、それ
が、新ホテル建設への彼自身の思いと行動につながったのではないだろうか。 
大正 5（1916）年、新帝国ホテル建設の建築家として、候補者の一人であったフランク・
ロイド・ライトが決定した。林愛作はその前に夫人を伴いライトの自宅兼アトリエである
ウィスコンシン州のタリアセンを訪ねている。「家は人格の表現」と考える林のタリアセン
での体験と感激が、その後の建設を巡る困難の中でライトを支え続け、世界のホテル建築
史上他に類を見ない名作と言われる帝国ホテルライト館を完成させる原動力の一つとなっ
たのではないかと考えられる。 
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